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ＯＴＮｅｔ株式会社

(単位：千円)

金　額 金　額

流動資産 4,011,853 流動負債 1,726,784

現 金 及 び 預 金 592,156 買 掛 金 129,432

売 掛 金 855,730 未 払 金 1,016,279

貯 蔵 品 166,231 未 払 費 用 26,314

関係会社短期貸付金 2,301,006 未 払 法 人 税 等 202,017

前 払 費 用 93,543 リ ー ス 債 務 62,382

そ の 他 8,303 前 受 金 124,877

貸 倒 引 当 金 △ 5,117 賞 与 引 当 金 83,253

そ の 他 82,226

固定資産 7,551,240

有形固定資産 7,222,756 固定負債 622,889

建 物 170,191 リ ー ス 債 務 44,581

構 築 物 4,218,123 長 期 前 受 金 212,112

機 械 及 び 装 置 2,152,321 退 職 給 付 引 当 金 366,194

工具、器具及び備品 64,041

リ ー ス 資 産 98,636 2,349,674

建 設 仮 勘 定 519,441

株主資本 9,213,420

無形固定資産 78,732 資本金 1,184,272

施 設 利 用 権 20,401 資本剰余金 484,272

そ の 他 58,330 資本準備金 484,272

利益剰余金 7,544,876

投資その他の資産 249,752 利益準備金 8,398

投 資 有 価 証 券 20 その他利益剰余金 7,536,477

長 期 前 払 費 用 54,340 繰越利益剰余金 7,536,477

繰 延 税 金 資 産 190,878

破 産 更 生 債 権 等 5,933

そ の 他 4,513

貸 倒 引 当 金 △ 5,933 9,213,420

11,563,094 11,563,094

貸　借　対　照　表

２０２３年 　３月　３１日現在

（資 産 の 部） （負 債  の 部）

科　目 科　目

（純 資 産 の 部）

資 　産 　合 　計 負　債 ・ 純　資　産　合　計

負 　債　 合　 計

純　 資 　産　 合　 計



ＯＴＮｅｔ株式会社

（単位：千円）

7,864,814                        

5,657,546                        

2,207,267                       

751,402                          

1,455,865                       

営　業　外　収　益

受 取 利 息 及 び 割 引 料 1,425                              

受 取 配 当 金 1,321                              

受 取 保 険 金 2,549                              

有 価 証 券 売 却 益 4,175                              

そ の 他 2,521                              11,993                            

営　業　外　費　用

雑 支 出 130                                130                                

1,467,728                       

1,467,728                       

法人税､住民税及び事業税 342,923                          

法 人 税 等 調 整 額 11,839 354,763                          

1,112,965                       当 期 純 利 益

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

売 上 高

損　益　計　算　書

自　 ２０２２年　　４月　１日

至 　２０２３年　　３月３１日

科　　　　目 金　　　　額



個別注記表
１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

・時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）によっています。

・時価のないもの

総平均法による原価法によっています。

 ② 棚卸資産（貯蔵品）の評価基準及び評価方法

総平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定)によっ
 

ています。

(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産及び無形固定資産（リース資産を除く）

機械設備 定率法

機械設備以外の有形固定資産及び無形固定資産 定額法

主な耐用年数は以下のとおりです。

6年～45年

2年～27年

2年～15年

3年～27年

19年

社内における利用可能期間（5年）

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金は、売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

② 賞与引当金は、従業員の賞与支給に備えるため、支給対象期間に対応する支給見込額を計上してい

ます。

③ 退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務見込額に基づき計

上しています。
　

ソ フ ト ウ ェ ア

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

工具、器具及び備品

海 底 線 使 用 権



(4) 収益及び費用の計上基準

当社と顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

当社サービスは、主に電気通信事業の光ファイバ回線提供と、附帯事業のPC販売等から構成されています。

電気通信事業は主に法人ユーザへ光ファイバ回線を提供するデータ伝送サービス、コンシューマユーザへ

光ファイバ回線を提供するひかりゆいまーるサービス、FTTH事業者へ光ファイバ回線を提供する

FTTH卸サービスと、通信事業者の無線基地局へ光ファイバ回線を提供する業務受託サービスによって構成

されております。いずれも月額通信料および回線提供に伴う初期工事費用収入からなります。このうち、初期

工事費用収入を除いた収入については、履行義務が充足されるサービス提供時に収益計上しております。

また、初期工事費用収入の対価は契約時に前受けする形で受領していますが、残存率を基礎とした見積平

均契約期間にわたり、収益を認識しています。附帯事業は、主にPC販売であり、顧客との販売契約に基づい

て商品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品を引き渡す一時点において、顧客が

当該商品に対する支配を獲得して充足されると判断し、引渡時点で収益を認識しております。

なお、これらの取引の対価は、請求日から概ね翌月までに受領しております。

(5) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税及び地方消費税の会計処理方法は、税抜方式によっています。

２. 会計方針の変更に関する注記

(1) （時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価

算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することとしております。これによる計算書類に与える影響はありません。



３. 表示方法の変更に関する注記

該当事項はありません。

４. 貸借対照表等に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額
千円

千円

千円

千円

千円

計 千円
   

(2) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
　　     千円

千円

５. 損益計算書に関する注記

(1) 関係会社との取引高

イ．営業取引
千円

千円

千円

ロ．営業取引以外の取引
千円

千円営 業 外 費 用 2

売 上 原 価 598,870

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 119,448

営 業 外 収 益 1,619

短 期 金 銭 債 務 75,239

売 上 高 5,488,926

短 期 金 銭 債 権 3,001,138

建 物 367,859

構 築 物 11,875,439

機 械 及 び 装 置 6,049,760

工 具 、 器 具 及 び 備 品 203,424

リ ー ス 資 産 186,351

18,682,835



６. 株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

当事業年度の発行済株式数の種類及び総数　　　　　 　　　　

普通株式

(2) 配当に関する事項

① 配当金支払額

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　2023年6月9日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案す

ることを予定しております。

1 . 配当金の総額 47,904千円

2 . 1株当たり配当額 1,500円

3 . 基準日 2023年3月31日

4 . 効力発生日 2023年6月20日

なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。

７. 税効果会計に関する注記

(1) 繰延税金資産の発生の主な原因は退職給付引当金、賞与引当金、前受金等です。

８. 金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

当社は、主に電気通信事業を行うための設備投資計画等に照らして、必要な資金を営業活動による現金収入

により調達しており借入金はございません。一時的な余資は親会社である沖縄セルラー電話株式会社に対する

短期的な貸付金に限定して運用しております。

31,936 株

47,904 1,500 2022年6月20日2022年3月31日

効力発生日基準日株式の種類決　議

普通株式

配当金の
総額（千円）

1株当たり
配当額（円）

定時株主総会
2022年6月10日



(2) 金融商品の時価等に関する事項

2023年3月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおり

であります。なお、市場価格のない株式等（貸借対照表計上額20千円）は、下表には含めておりません。また、

現金及び預金、売掛金、関係会社貸付金、未払金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するこ

とから、注記を省略しております。

（単位：千円）

A．  破産更生債権等

　　　貸倒引当金(※)

B．  リース債務

(※)破産更生債権等に対して個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

   金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の 3 つのレベル

に分類しております。

  レベル 1 の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

  レベル 2 の時価：レベル 1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価

  レベル 3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

  時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

破産更生債権等

破産更生債権等については、個別に回収可能性を検討して回収不能見込額を貸倒引当金に計上して

いるため、その時価は、破産更生債権等から貸倒引当金を控除する方法により算定しており、レベル3

の時価に分類しております。

リース債務

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引

現在価値法により算定しており、レベル2の時価に分類しております。

- - -

106,964 105,158 △1,806

（注）

5,933

△5,933

貸借対照表計上額 時　価 差　額



９. 関連当事者との取引に関する注記

(1) 親会社及び法人主要株主等

（単位：千円、％、名）

役員の
兼任等

事実上の
関係

資金の
貸付(注1)

2,301,419

貸付金の
回収(注1)

800,534

受取利息
(注1)

1,419

親会社
ＫＤＤＩ
株式会

社

東京都
千代田

区
141,852,000

電気通
信事業

間接
（75.98）

-
回線提供、
工事の受注

等
売上 1,126,117 売掛金 285,330

(注1) 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担保は受け入れておりません。
(注2) 一般取引条件を参考にしております。
(注3) 取引金額には消費税は含めておりません。期末残高には、消費税を含めております。

１０. １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2) １株当たり当期純利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 

288,496円36銭

34,849円86銭

2

資金の
貸付、

回線提供等
親会社

沖縄
セルラー

電話
株式会

社

沖縄県
那覇市

1,414,581
電気通
信事業

種　類
会社等
の名称

所在地
資本金又は

出資金
事業の
内容

議決権
の所有
割合

（被所有
割合）

2,301,006

売上 4,274,577 売掛金

関係内容

取引の
内容

取　引
金　額

科　目 期末残高

399,880

関係会
社短期
貸付金直接

（75.98）



１１. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

１２. 収益認識に関する注記

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社は、電気通信事業を営む単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を分解

した情報は、以下のとおりであります。

自
至 （単位：千円）

（注）電気通信事業営業収益は、データ伝送、ひかりゆいまーる、FTTH卸、業務受託
サービスが含まれており、附帯事業営業収益は、PC販売等であります。

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記(4)（収

益認識基準）」に記載した内容と同一であります。

(3) 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに

当事業年度末において存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収

益の金額及び時期に関する情報

① 顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高等

顧客との契約から生じた債権及び契約負債の内容は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

契約負債は、データ伝送、ひかりゆいまーる、FTTH卸、業務受託サービスにおける回線提供初

期工事収入であります。契約負債の増減は、主として前受金の受取り　（契約負債の増加）と、収

益認識（同、減少）により生じたものであります。当事業年度に認識された収益のうち、期首時点

の契約負債残高に含まれていた金額は、86,892千円であります。

　契約負債（期末残高）

846,663

261,206

　顧客との契約から生じた債権

　契約負債（期首残高）

331,073

2022年4月1日
2023年3月31日

当事業年度

7,352,628

512,185

　合計　 7,864,814

　電気通信事業収益

　附帯事業収益



② 残存履行義務に配分した取引価格

当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の簡便法を適用し、当初

に予想される契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。

残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりで

あります。
（単位：千円）

１３. その他の注記

（新型コロナウイルス感染症の影響について）

新型コロナウイルス感染症による影響は、当社の財政状態及び経営成績への重要な影響は

ありませんでした。

合計　 331,073

当事業年度

　１年以内 118,961

　１年超２年以内 96,621

　３年超 45,087

　２年超３年以内 70,402


